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は
じ
め
に

徳
川
幕
府
は
交
通
路
を
把
握
す
る
た
め
に
五
街
道
を
直
接
幕
府
の
支
配
下

に
お
き
、
各
街
道
に
は
公
用
人
馬
の
継
立
を
目
的
と
し
て
宿
を
設
け
た
。
宿

は
中
世
以
来
交
通
の
要
地
で
あ
っ
た
所
が
多
く
、
私
領
内
に
宿
が
あ
る
と
き

（
１
）

は
、
領
主
と
幕
府
に
よ
っ
て
二
重
に
支
配
さ
れ
、
有
事
の
際
幕
府
は
容
易
に

交
通
路
を
掌
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

公
用
人
馬
の
継
立
を
義
務
付
け
ら
れ
た
宿
は
、
幕
府
が
朱
印
状
や
証
文
を

発
行
し
た
行
旅
者
に
対
し
て
、
無
賃
ま
た
は
公
定
の
賃
銭
で
あ
る
御
定
賃
銭

に
よ
っ
て
人
馬
を
継
立
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

御
定
賃
銭
に
よ
る
人
馬
を
使
い
き
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
や
、
御
定
賃
銭
で

人
馬
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
は
、
相
対
賃
銭
で
人
馬
を
継
立

て
た
が
、
相
対
賃
銭
は
物
価
の
値
上
り
等
に
比
例
し
て
値
上
り
し
て
お
り
、

（
２
）

御
定
賃
銭
の
二
倍
が
相
場
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
御
定
賃
銭
に

よ
る
継
立
は
、
人
馬
を
出
す
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。

本
稿
で
は
東
海
道
の
御
定
賃
銭
が
ど
の
よ
う
に
し
て
構
成
さ
れ
、
配
分
し

東
海
道
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
に
つ
い
て
（
山
本
）

東
海
道
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
に
っ

て
い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
く
ら
か
で
も
宿
の
運
営
の
実
体
を

明
ら
か
に
し
て
ふ
た
い
。

一
、
人
馬
賃
銭
の
構
成

（
３
）

正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
に
一
元
賃
銭
が
決
定
さ
れ
、
安
永
初
年
か
ら
人
馬

賃
銭
の
割
増
が
始
ま
る
と
、
人
馬
賃
銭
は
元
賃
銭
と
割
増
銭
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
外
稀
に
出
人
馬
に
対
し
て
足
銭
が
付
加
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

正
徳
の
元
賃
銭
は
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
に
決
め
ら
れ
た
人
馬
賃
銭

が
、
宝
永
四
年
（
一
七
○
七
）
に
三
割
増
に
な
る
と
、
こ
の
賃
銭
が
そ
の
ま

（
４
）

ま
継
続
さ
れ
た
も
の
で
、
正
徳
以
降
人
馬
賃
銭
の
値
上
げ
は
、
元
賃
銭
の
何

割
増
と
い
う
よ
う
に
、
た
と
え
ば
、

（
５
）

人
馬
賃
銭
弐
割
増
撤
噸
歪
柳
》
鉦
麺
〃
拾
ヶ
年
季

こ
の
よ
う
に
し
て
割
増
さ
れ
、
割
増
期
間
一
○
年
と
あ
る
よ
う
に
、
人
馬

賃
銭
の
割
増
は
有
期
の
も
の
で
、
期
限
が
満
了
す
れ
ば
元
賃
銭
に
復
し
た
の

で
あ
る
。

東
海
道
で
は
、
正
徳
以
降
久
し
く
人
馬
賃
銭
の
割
増
は
行
わ
れ
な
か
っ
た

八
九

い

て山
本
光
正
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
人
馬
賃
銭
を
構
成
す
る
中
で
、
割
増
銭
は
安
永
以
降

元
賃
銭
に
次
い
で
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
。

人
馬
賃
銭
の
割
増
は
最
初
は
各
街
道
一
斉
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ

（
９
）

の
内
で
も
特
に
困
窮
し
て
い
る
宿
に
は
割
増
高
を
上
げ
て
い
る
。

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
お
け
る
東
海
道
五
七
宿
の
割
増
高
を
「
五
街

（
、
）

道
取
締
書
物
類
寄
」
（
以
下
「
類
寄
」
と
略
す
）
に
よ
っ
て
承
る
と
（
表

１
）
、
五
割
増
の
宿
が
四
六
宿
、
二
割
増
増
の
宿
が
二
宿
と
な
っ
て
お
り

五
割
増
の
宿
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
文
政
八
年
に
は
五
割
増
の
宿
が
多
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
う

ち
で
も
一
度
に
五
割
増
に
な
っ
た
宿
と
、
次
の
よ
う
に
し
て
五
割
増
仁
な
っ

（
ｕ
）

た
宿
と
が
あ
る
。

東
海
道
沼
津
宿

人
馬
賃
銭
五
割
増

弐
割
者
撤
噸
禿
靱
拝
垂
朋
趣
拾
ヶ
年
季

内

三
割
者
撤
遮
趣
輌
拝
工
朋
勧
五
ヶ
年
季

こ
の
よ
う
に
一
一
割
増
と
一
一
一
割
増
の
重
複
し
た
年
、
右
の
例
の
場
合
は
、
文

政
八
年
か
ら
文
政
二
年
（
一
八
二
八
）
ま
で
が
五
割
増
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
割
増
期
限
が
満
期
に
な
ら
な
い
間
に
割
増
が
さ
れ
る
こ
と
は
、
時

（
、
）

代
が
下
る
と
よ
く
行
わ
れ
て
お
り
、
御
定
賃
銭
に
よ
る
人
馬
継
立
が
宿
駅
に

と
っ
て
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
最
初
か
ら
五
割
増
の

宿
は
平
塚
・
三
島
・
吉
原
・
興
津
・
江
尻
・
府
中
・
丸
子
・
新
居
・
桑
名
・

大
津
の
一
○
宿
で
あ
っ
た
。

し
か
し
人
馬
賃
銭
の
割
増
期
間
や
割
増
高
は
、
次
第
に
宿
ご
と
に
差
異
を

生
じ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

九
○
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人
馬
賃
銭
が
割
増
さ
れ
る
理
由
は
各
宿
に
共
通
し
た
原
因
と
、
各
宿
特
有

の
原
因
が
あ
る
。
ま
ず
各
宿
に
共
通
し
た
原
因
と
し
て
は
銭
貨
の
下
落
が
あ

（
週
）

る
。
人
馬
賃
銭
は
銭
で
計
算
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
銭
の
価
値
が
下
る

こ
と
は
人
馬
賃
銭
の
実
質
的
な
値
下
げ
に
つ
な
が
る
わ
け
で
あ
る
。
次
に
全

体
的
に
は
諸
物
価
の
高
騰
、
特
に
米
・
大
豆
の
値
上
り
で
、
そ
の
う
ち
で
も

大
豆
の
値
上
り
は
馬
の
飼
料
代
に
響
い
て
く
る
。

こ
の
外
自
然
災
害
で
あ
る
水
害
・
疫
病
・
旱
魅
等
に
よ
る
、
宿
駅
の
困
窮

を
救
済
す
る
た
め
の
人
馬
賃
銭
の
割
増
で
あ
る
。

天
明
一
一
一
年
（
一
七
八
三
）
一
一
月
、
甲
州
道
中
は
七
年
間
一
一
割
増
を
命
じ

（
皿
）

ら
れ
て
い
る
が
、

甲
州
道
中
筋
近
来
困
窮
之
処
、
当
秋
浅
間
山
焼
一
一
付
、
往
来
多
相
成
、
宿

々
丼
助
郷
共
一
同
及
一
一
難
儀
一
一
一
付
、
（
略
）

こ
れ
は
浅
間
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
、
中
山
道
の
利
用
者
が
甲
州
道
中
を
利

用
し
た
の
で
、
甲
州
道
中
の
交
通
量
が
増
加
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
人

馬
賃
銭
の
割
増
が
さ
れ
て
い
る
。
交
通
量
が
増
加
し
た
た
め
宿
駅
が
疲
弊
す

る
と
い
う
の
は
、
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
御
定
賃
銭
に
よ
る
継
立

が
い
仁
か
宿
に
負
担
を
か
け
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
各
宿
特
有
の
原
因
は
宿
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
宝
永
五
年

二
七
○
八
）
五
月
に
今
切
の
借
切
船
が
、
新
居
町
の
所
替
を
理
由
と
し
て

（
巧
）

一
八
二
文
か
ら
二
七
五
文
に
な
っ
て
い
る
。

品
川
宿
で
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
’
一
月
に
人
馬
賃
銭
の
五
割
増
を

（
お
）

願
い
出
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
理
由
と
し
て

一
、
品
川
宿
は
江
戸
へ
出
向
い
た
人
馬
の
戻
り
の
稼
ぎ
が
な
い
こ
と
。

『
大
森
村
地
内
に
打
場
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
、
見
分
役
人
の
通

東
海
道
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
に
つ
い
て
（
山
本
）

行
が
多
く
な
っ
た
こ
と
。

｜
、
海
面
測
堂
・
台
場
建
設
役
人
の
た
め
の
人
馬
継
立
が
あ
る
こ
と
。

等
々
を
あ
げ
て
お
り
、
幕
末
に
お
け
る
公
用
人
馬
継
立
の
増
大
し
た
こ
と

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

次
に
足
銭
を
出
人
馬
に
支
給
し
て
い
る
宿
は
「
類
寄
」
に
よ
れ
ば
、
わ
ず

か
に
藤
枝
宿
と
掛
川
宿
の
上
下
の
軽
尻
に
対
し
て
だ
け
で
あ
る
（
表
２
）
。

（
Ⅳ
）

藤
枝
宿
で
は
岡
部
へ
の
幅
尻
に
、
宿
方
か
ら
足
銭
一
九
文
を
支
給
し
、
島

田
ま
で
の
軽
尻
に
は
一
三
文
の
足
銭
を
支
給
し
て
い
る
。
こ
れ
は
人
馬
使
用

者
の
負
担
に
か
か
る
も
の
で
は
な
く
、
「
宿
万
一
一
而
足
銭
い
た
し
釆
相
渡

候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宿
方
に
お
い
て
負
担
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宿

の
場
合
、
岡
部
宿
ま
で
の
軽
尻
賃
銭
が
七
七
文
、
島
田
宿
ま
で
が
一
二
六
文

と
島
田
宿
へ
の
賃
銭
が
高
額
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
足
銭
の
額

が
人
馬
賃
銭
に
比
例
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

（
畑
）

掛
川
宿
に
お
い
て
は
袋
井
宿
ま
で
の
軽
尻
に
は
三
六
文
、
日
坂
宿
ま
で
の

軽
尻
に
は
二
八
文
の
足
銭
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
足
銭
を
支
給
す
る
理

由
と
し
て
「
是
者
往
古
ろ
定
式
足
銭
仕
、
本
馬
賃
銭
同
様
相
渡
申
候
」
と
あ

り
、
軽
尻
に
足
銭
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
馬
賃
銭
と
同
様
に
す
る

た
め
だ
と
あ
る
。
事
実
足
銭
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
袋
井
宿
へ
の
軽

尻
に
は
一
一
三
文
が
支
給
さ
れ
、
同
所
へ
の
本
馬
と
の
差
額
は
四
文
と
な

り
、
日
坂
へ
の
軽
尻
も
足
銭
に
よ
っ
て
八
三
文
と
な
り
、
本
馬
と
の
差
額
は

わ
ず
か
三
文
に
な
っ
て
い
る
。

足
銭
が
何
時
頃
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た
か
は
、
史
料
に
は
往
古
か
ら
と
あ

る
だ
け
で
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
処
置
が
取
ら
れ
て
い
る
の
は
東
海
道

五
七
宿
中
二
宿
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
宿
だ
け
が
何
等
か
の
特
別
な
事

九
一
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法
政
史
学
第
二
十
一
号

情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
人
馬
賃
銭
は
元
賃
銭
と
割
増
銭
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
足

銭
が
付
加
さ
れ
て
い
た
場
合
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
人
馬
賃
銭

が
出
人
馬
に
全
額
支
給
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
種
々
の
名
目

を
も
っ
て
宿
側
に
人
馬
賃
銭
の
何
割
か
が
刎
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
人
馬

賃
銭
の
配
分
に
つ
い
て
記
す
ま
え
に
、
こ
の
刎
銭
と
い
う
も
の
の
性
格
に
つ

い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

二
、
刎
銭
と
そ
の
性
格

東
海
道
に
お
い
て
何
時
頃
か
ら
刎
銭
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
で

（
⑲
）

は
な
い
が
、
「
五
駅
便
覧
」
に
よ
る
と
、
｜
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
二
月
に

は
大
井
川
越
の
刎
銭
が
定
め
ら
れ
て
、
川
越
賃
銭
を
一
二
段
階
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
刎
銭
額
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
続
い
て
三
月
に
は
次
に
あ
げ
る
よ

う
に
、
困
窮
し
た
島
田
・
金
谷
両
宿
の
伝
馬
役
人
救
済
の
た
め
に
刎
銭
が
一

割
増
に
な
っ
て
い
る
。

―
嶋
田
・
金
谷
両
宿
御
伝
馬
役
人
〈
、
大
井
川
有
し
之
故
連
々
草
臥
困
窮
仕

候
二
付
、
御
伝
馬
役
人
為
一
一
御
救
一
、
此
度
於
一
一
川
端
一
川
越
賃
銭
一
割
つ

上
刎
取
、
御
伝
馬
役
人
可
レ
致
一
一
相
続
一
も
の
也
、

ま
た
宝
永
二
年
（
一
七
○
六
）
小
田
原
宿
・
箱
根
宿
・
三
島
宿
の
一
一
一
宿
が

地
震
の
た
め
に
被
害
を
う
け
、
人
馬
継
立
に
支
障
を
生
じ
る
と
、
幕
府
は
三

宿
に
対
し
て
、
宝
永
三
年
Ｃ
七
○
七
）
か
ら
五
年
間
？
人
馬
賃
銭
の
割
増

（
別
）

と
刎
銭
を
命
じ
て
い
る
。

小
田
原
宿
は
地
震
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
た
た
め
、
最
も
被
害
が
大
き
か

っ
た
ら
し
く
割
増
は
五
割
で
、
箱
根
宿
は
二
割
、
一
一
一
島
宿
は
三
割
増
仁
な
っ

九
二

（
皿
）

（
麹
）

て
い
る
。
こ
の
割
増
の
内
か
ら
、
小
田
原
宿
は
三
割
半
、
箱
根
宿
は
一
割
、

三
島
宿
は
一
割
半
、
を
助
郷
か
ら
刎
ね
て
問
屋
場
へ
集
め
置
き
、
在
☆
か
ら

稼
ぎ
に
来
る
者
達
は
割
増
分
の
全
額
を
刎
ね
ら
れ
て
い
る
。

（
鋼
）

宝
永
一
一
一
年
の
一
一
一
島
宿
の
「
勘
定
目
録
」
に
よ
る
と
、
宝
永
三
年
一
月
二
五

日
か
ら
二
月
晦
日
ま
で
の
刎
銭
総
額
は

一
金
三
百
七
拾
八
両
弐
分
壱
賃
五
文
一
一
一
割
増

是
ハ
戌
ノ
正
月
廿
五
日
汐
三
割
増
御
高
札
建
、
同
霜
月
晦
日
迄
之
取
立

分

と
あ
り
、
刎
銭
三
七
八
両
二
分
一
貫
五
文
は
刎
ね
ら
れ
る
度
に
、
宿
財
政

に
直
接
組
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
刎
銭
を
積
立
て
て
利
倍
は
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
翌
四
年
東
海
道
が
宿
並
み
に
三
割
増
に
な
る
と
、
小
田
原
宿
は
六

割
増
、
三
島
宿
は
四
割
増
に
な
り
、
刎
銭
は
小
田
原
宿
が
一
一
一
割
、
三
島
宿
が

一
割
で
、
残
り
一
一
一
割
は
他
宿
の
助
郷
と
同
様
に
小
田
原
・
三
島
の
両
宿
の
助

郷
に
渡
さ
れ
、
在
々
か
ら
の
稼
ぎ
馬
に
も
一
割
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
た
つ

（
型
）

た
。「
大
日
本
帝
国
駅
逓
志
稿
考
証
」
（
以
下
駅
逓
志
稿
考
証
と
略
す
）
に
よ
る

（
坊
）

と
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
至
っ
て
、
東
海
道
・
中
山
道
で
行
な
わ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
の
刎
銭
を
他
の
街
道
に
お
い
て
も
左
記
の
史
料
に
ふ
え
る
よ

う
に
許
可
し
て
い
る
。

先
一
一
東
海
、
中
山
、
両
道
各
駅
刎
銭
卜
称
シ
テ
人
馬
賃
銭
若
干
ヲ
除
置
シ

以
テ
駅
伝
ノ
費
用
一
一
充
シ
自
今
其
他
ノ
諸
道
モ
亦
些
少
ノ
刎
銭
ヲ
収
ル
ヲ

許
ス

（
躯
）

し
か
し
「
駅
逓
史
料
宿
駅
巻
二
」
の
享
保
六
年
の
項
に
次
の
よ
う
な
記
事

が
ふ
え
る
。

Hosei University Repository



東
海
・
中
山
両
道
宿
々
人
馬
へ
可
し
渡
賃
銭
ノ
内
、
刎
銭
と
喝
少
々
シ
上

引
坂
、
問
屋
場
入
用
二
致
候
儀
不
一
一
相
成
一
、
然
共
他
街
道
〈
別
段
之
趣
意

有
し
之
、
従
前
之
通
少
々
シ
些
刎
銭
引
版
候
儀
ヲ
差
免
壬

こ
れ
に
よ
る
と
東
海
道
・
中
山
道
な
ら
び
に
そ
の
他
の
街
道
は
、
享
保
六

年
以
前
に
は
既
に
刎
銭
が
許
可
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
に
至
っ
て
東
海
道
・

中
山
道
は
刎
銭
を
禁
止
さ
れ
る
が
、
他
の
街
道
は
従
来
通
り
許
可
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

「
駅
逓
史
料
」
は
「
駅
逓
志
稿
考
証
」
の
原
本
と
も
い
う
べ
き
も
の
だ
が
典

拠
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
駅
逓
志
稿
考
証
」
も
典
拠
は
「
旧
記
」
と
だ
け

し
か
記
し
て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
東
海
道
・
中
山
道
に
お
い
て
は
刎
銭
が
行
な
わ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
り
、
東
海
道
で
の
刎
銭
が
享
保
六
年
に
一
時
禁
止
さ
れ
た
と
し
て

も
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
小
田
原
宿
で
は
上
り
。
下
り
の
宿
勤
の
出

（
〃
）

人
馬
の
元
賃
銭
か
ら
「
宝
永
之
度
ｊ
請
取
候
分
」
と
刎
銭
を
し
て
い
る
こ

（
躯
）

と
、
一
孚
保
一
一
一
一
年
（
一
七
二
八
）
に
お
け
る
二
川
宿
の
例
が
あ
る
こ
と
等
か

ら
刎
銭
が
慣
例
化
し
、
享
保
六
年
に
禁
令
が
出
て
い
た
と
し
て
も
守
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
史
料
の
出
る
の
を
待
た
ね
ば
な
る
ま

い
。安
永
三
年
二
七
七
四
）
一
一
月
宿
駅
疲
弊
が
甚
し
く
な
っ
て
き
た
と
こ

ろ
へ
、
旱
魅
・
風
損
・
流
行
病
等
に
よ
り
、
一
段
と
宿
駅
の
困
窮
が
酷
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
年
か
ら
七
年
間
東
海
道
は
三
割
増
、
中
山
道
・

美
濃
路
・
佐
屋
路
は
二
割
増
、
こ
の
内
特
に
大
磯
・
小
田
原
。
三
島
・
蒲
原

丸
子
・
岡
部
・
庄
野
の
七
宿
は
四
割
増
、
二
川
。
藤
川
両
宿
は
五
割
増
を
命

東
海
道
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
に
つ
い
て
（
山
本
）

（
羽
）

ぜ
ら
れ
て
い
る
。

割
増
銭
の
内
、
東
海
道
・
中
山
道
・
美
濃
路
は
一
割
を
刎
銭
と
し
、
助
郷

へ
は
東
海
道
で
は
一
割
、
中
山
道
・
美
濃
路
で
は
五
分
が
配
分
さ
れ
た
。
問

屋
場
に
集
め
ら
れ
た
刎
銭
は
、
七
月
と
二
一
月
に
代
官
所
又
は
領
主
の
役
所

へ
納
入
し
、
諸
方
に
こ
れ
を
賃
付
け
て
利
倍
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
刎
銭
の
利
息
は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
か
ら
配
分
さ
れ
て

（
釦
）

い
る
。

覚
誰誰
御
代
官
所

誰
領
分

安
永
三
午
年
よ
り
人
馬
割
増
刎
銭
之
溜
去
丑
年
貸
附
元

舞
繊
蝿
饒
鼬
鑪
之
内

一
金
何
程

何
宿

此
利
金
何
程

但
年
壱
割
五
分

内
八
分
通
金
何
程
宿
人
馬
役
之
も
の
へ
割
賦

弐
分
通
金
何
程
本
陣
へ
割
渡
候
分

一
金
何
程

何
宿

同
断

内
同
断

こ
の
よ
う
に
八
分
は
人
馬
役
の
者
に
、
二
分
は
本
陣
へ
と
配
分
さ
れ
、

元
金
は
従
来
通
り
利
倍
し
て
、
天
明
三
年
の
暮
に
利
息
の
割
賦
方
法
を
勘
定

所
に
伺
う
よ
う
に
な
っ
た
。

次
に
天
明
三
年
か
ら
甲
州
道
中
を
最
初
に
、
各
街
道
で
人
馬
賃
銭
の
割
増

九
一
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法
政
史
学
第
二
十
一
号

と
刎
銭
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
東
海
道
は
天
明
五
年
二
七
八
五
）
か
ら
佐

屋
路
と
共
に
一
○
年
間
四
割
増
と
な
り
、
そ
の
内
二
割
が
刎
銭
と
し
て
支
配

代
官
の
金
蔵
に
仮
納
さ
れ
、
寛
政
元
年
Ｃ
七
八
九
）
に
御
料
に
は
五
○
両

ず
つ
、
私
領
に
は
三
○
両
ず
つ
各
宿
に
支
給
さ
れ
た
。
同
四
年
（
一
七
九
二
）

に
至
っ
て
、
仮
納
金
が
一
万
六
千
両
に
な
る
と
、
六
千
両
は
「
宿
々
困
窮

之
節
為
一
一
御
手
当
一
御
金
蔵
江
納
置
」
か
れ
、
一
万
両
は
年
六
分
の
利
息
で
三

井
に
貸
付
け
、
大
分
の
内
五
分
八
厘
は
宿
々
の
永
久
手
当
と
し
、
二
厘
は
扶

（
、
）

持
代
と
し
て
三
井
へ
下
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

東
海
道
に
お
け
る
二
割
の
刎
銭
は
総
て
利
倍
し
、
そ
の
利
息
を
人
馬
役
と

本
陣
で
分
け
る
の
が
建
前
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
刎
銭
の
一
部
を
宿
入
用
辻
に

（
犯
）

あ
て
た
い
と
、
三
島
か
ら
丸
子
ま
で
の
一
○
宿
が
願
い
出
て
い
る
。

覚

東
海
道
三
嶋
宿
か
丸
子
宿
迄
拾
ヶ
宿
人
馬
割
増
刎
銭
弐
割
之
内
、
宿
々
入

用
辻
二
寄
、
壱
ヶ
宿
二
而
金
五
両
が
拾
両
迄
町
奉
行
所
江
差
出
、
積
金
に

い
た
し
年
壱
割
五
分
利
附
二
貸
附
、
来
ル
卯
年
割
増
年
季
明
迄
利
倍
い
た

し
、
宿
之
相
続
致
度
旨
相
願
候
二
付
、
吟
味
之
上
相
伺
候
処
、
願
之
通
可

一
一
申
付
一
旨
此
度
御
下
知
相
済
候
段
申
渡
、
当
酉
十
一
月
ｊ
指
出
左
之
通
、

こ
の
願
い
出
に
よ
っ
て
、
一
○
宿
は
寛
政
元
年
か
ら
同
七
年
二
七
九

五
）
ま
で
、
宿
に
よ
っ
て
五
両
か
ら
一
○
両
を
駿
府
町
奉
行
所
へ
差
出
し
、

一
割
五
分
の
利
息
で
貸
付
け
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
由

比
宿
で
は
毎
年
五
両
を
積
金
と
し
て
利
倍
を
計
り
、
寛
政
六
年
ま
で
に
は
元

利
合
わ
せ
て
四
九
両
二
分
氷
六
二
文
五
分
に
な
っ
て
い
る
。
同
七
年
二
月

に
一
○
宿
は
申
年
（
寛
政
七
年
）
ま
で
五
年
間
刎
銭
延
長
を
願
い
出
て
許
可

（
鍋
）

さ
れ
て
い
る
。

九
四

こ
う
し
て
各
街
道
で
一
般
に
行
な
わ
れ
て
い
た
刎
銭
が
、
東
海
・
中
山
両

（
型
）

道
に
お
い
て
、
文
政
四
年
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

｜
、
於
一
一
宿
々
に
一
出
人
馬
へ
可
し
渡
賃
銭
之
内
、
刎
銭
と
唱
、
少
々
宛
引

取
、
問
屋
場
筆
壁
紙
代
帳
付
馬
指
共
給
分
足
合
等
に
致
し
候
類
も
有
し

之
趣
入
一
一
御
聴
一
候
処
、
割
増
賃
銭
之
内
、
宿
助
成
も
請
取
侯
上
看
、
前

之
仕
来
に
候
共
、
以
来
右
刎
銭
引
坂
候
儀
は
無
用
可
に
致
候

こ
の
禁
令
に
つ
い
て
大
山
敷
太
郎
氏
は
「
恩
ふ
に
、
事
実
上
滴
々
風
を
な

し
て
久
し
く
慣
行
せ
ら
れ
た
か
上
る
制
度
を
、
一
片
の
禁
令
を
以
て
断
絶
せ

し
む
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
難
か
し
ぐ
、
右
の
如
き
禁
令
に
も
拘
ら
ず
、
当
局

（
調
）

も
自
づ
と
こ
れ
を
黙
過
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
森
杉
夫
氏
は
「
右
の
文
中
の
「
宿
助
成
に
請
取
候
分
」
と
い
う
の
が

正
式
の
刎
銭
の
こ
と
で
、
東
海
道
、
中
山
道
に
お
い
て
は
割
増
賃
銭
が
公
認

さ
れ
た
場
合
、
宿
・
助
郷
・
出
人
馬
が
う
け
と
る
額
を
道
中
奉
行
に
提
出

し
、
そ
の
公
認
を
う
け
、
公
認
さ
れ
た
宿
駅
の
正
式
の
刎
銭
以
外
を
禁
止
し

た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
然
出
人
馬
へ
渡
す
べ
き
分
の
う
ち
か
ら
口
銭

（
実
質
的
に
は
刎
銭
で
あ
る
が
）
と
称
し
て
元
賃
銭
の
一
部
を
、
私
に
宿
が
刎

ね
と
っ
て
ば
な
ら
な
い
と
い
う
口
銭
禁
止
の
命
令
で
、
正
式
の
刎
銭
の
全
面

（
妬
）

的
な
禁
止
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
正
式
な
刎
銭
で
は

な
く
、
口
銭
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
刎
銭
と

（
釘
）

口
銭
の
相
違
を
次
の
史
料
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

一
、
右
割
増
賃
銭
之
内
、
宿
助
成
に
請
取
候
儀
、
小
前
之
内
に
は
、
不
一
一

相
弁
一
族
も
有
陛
之
、
宿
役
人
共
取
計
を
疑
ひ
候
趣
、
入
二
御
聴
一
侯
間
、

右
割
増
銭
之
内
、
宿
助
成
に
請
取
候
分
、
井
出
人
馬
へ
可
一
一
割
渡
一
分
共

問
屋
場
へ
張
出
し
、
書
付
相
認
可
二
差
上
一
旨
、
左
候
得
ば
、
於
一
一
御
奉
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行
所
一
、
御
見
届
之
上
、
押
切
印
被
レ
遊
御
渡
被
レ
成
候
、

（
詔
）

そ
し
て
口
銭
に
つ
い
て
は
左
の
史
料
に
依
っ
て
お
ら
れ
る
。

文
政
五
午
年
六
月
千
住
宿
、
内
藤
新
宿
役
人
江
申
渡
之
内

（
略
）

「
人
馬
賃
銭
之
内
口
銭
と
唱
少
と
宛
引
坂
、
年
分
欠
銭
償
、
或
者
宿
役

人
共
給
料
足
合
、
小
買
物
等
一
一
い
た
し
来
候
類
も
有
し
之
、
右
者
東
海

道
・
中
山
道
と
運
ひ
諸
家
通
行
少
キ
宿
方
も
有
し
之
候
二
付
、
是
迄
之
通

刎
銭
い
た
し
候
儀
聞
済
置
候
間
、
余
計
二
引
取
候
儀
堅
致
間
敷
候
、

以
上
の
こ
と
か
ら
口
銭
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
口

銭
が
私
に
行
わ
れ
公
認
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
元
賃
銭
の
一
部
を
刎
ね
て

い
る
が
、
本
来
元
賃
銭
も
割
増
賃
銭
も
出
人
馬
に
渡
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

（
鋼
）

る
。
口
銭
か
ら
の
金
額
を
ゑ
る
と
極
め
て
少
額
で
、
宿
の
諸
雑
費
や
借
金
の

返
済
資
金
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寛
政
元
年
か
ら
の
由
比
宿
に
お

け
る
刎
銭
は
こ
こ
で
い
う
口
銭
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
、
こ
の
時
は
駿

府
町
奉
行
の
許
可
を
得
て
い
る
か
ら
公
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
一
一
割

の
刎
銭
の
一
部
を
積
立
て
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
口
銭
に
は
公
認
さ
れ
た
割
増
銭
の
一
部
を
刎
ね
て
い
る
場

合
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

（
鉛
）

口
銭
の
禁
止
は
中
山
道
に
お
い
て
は
完
に
全
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
東
海

道
だ
け
に
つ
い
て
ゑ
て
承
る
と
（
表
１
）
、
文
政
八
年
に
は
五
七
宿
中
口
銭

を
取
っ
て
い
る
宿
が
二
○
宿
あ
り
、
東
海
道
で
は
一
応
口
銭
禁
止
令
は
守
ら

れ
て
は
い
る
が
、
「
事
実
上
滑
々
風
を
な
し
て
久
し
く
慣
行
せ
ら
れ
た
か
上

る
制
度
」
を
完
全
に
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

他
の
三
街
道
で
は
口
銭
の
禁
止
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
口
銭
を
と
る

東
海
道
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
に
つ
い
て
（
山
本
）

三
、
人
馬
賃
銭
の
配
分

イ
、
文
政
八
年
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
の
配
分

人
馬
賃
銭
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
て
い
た
か
を
「
類
寄
」
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
し
て
ふ
た
い
。
「
類
寄
」
に
は
文
政
八
年
二
八
二
五
）
と

九
年
に
道
中
奉
行
へ
各
宿
が
提
出
し
た
人
馬
賃
銭
と
、
そ
の
内
訳
が
東
海
道

五
七
宿
に
渡
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
文
政
九
年
に
提
出
し
た
宿
は

府
中
・
吉
田
・
藤
川
・
池
鯉
鮒
の
四
宿
だ
け
で
、
四
宿
の
文
政
九
年
に
お
け

る
人
馬
賃
銭
の
割
増
高
は
八
年
と
同
様
で
あ
る
か
ら
、
文
中
に
お
い
て
特
に

文
政
九
年
と
は
断
ら
な
い
。

「
類
寄
」
に
よ
っ
て
作
成
し
た
の
が
表
仙
・
図
で
表
仙
は
人
馬
賃
銭
の
割

増
高
と
元
賃
銭
の
配
分
を
東
海
道
全
宿
に
つ
い
て
表
わ
し
た
も
の
で
、
表
②

は
人
馬
賃
銭
の
具
体
的
な
配
分
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
こ
の
表
を
中
心
と
し
て
元
賃
銭
と
割
増
銭
に
つ
い
て
記
し
て
い
く
。

東
海
道
五
七
宿
中
元
賃
銭
を
全
額
出
入
馬
へ
支
給
し
て
い
る
宿
は
三
七
宿
、

宿
側
が
そ
の
一
部
を
刎
ね
て
い
る
の
は
一
四
宿
で
、
こ
の
外
人
足
・
軽
尻
又

は
そ
の
ど
ち
ら
か
に
元
賃
銭
を
全
額
支
給
し
て
い
る
宿
が
六
宿
あ
る
。

九
五

（
虹
）

こ
と
を
自
粛
し
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
刎
銭
は
こ
れ
を
集
め
て
そ
の
ま
ま
ま
た
は
利
倍
し
て
宿
の

財
政
に
あ
て
ら
れ
る
場
合
と
、
宿
を
構
成
す
る
人
々
、
す
な
わ
ち
人
馬
役
に

配
分
さ
れ
る
時
と
が
あ
っ
た
。
刎
銭
の
利
息
が
人
馬
役
の
者
に
配
分
さ
れ
る

時
は
、
賃
銭
が
刎
ね
ら
れ
て
も
直
接
人
馬
役
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
刎
銭
が
直
接
人
馬
役
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
は
少
く
、
ほ
と
ん
ど
は
宿
駅

財
政
に
組
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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大

保
土
ケ
谷

箱

小
田
原

平

神
奈
川

川

沼
津

藤
ロ

ロロﾉコ

宿
名

（
助
郷
）

（
助
郷
）

原 法
政
史
学
第
二
十
一
号

島

根
一
全
額
出
人
馬
へ

磯 崎塚 沢 塚

川
一
全
額
出
人
馬
へ

元
賃
銭
の
配
分

部
宿
方
へ

文
政
八
年
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
配
分
表

〃〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃〃

五

害Ｉ

割
増

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃〃 〃

割 出
人
馬

増
銭
の

出
人
馬
へ
は

渡
ら
ず

出
人
馬
へ
は

渡
ら
ず

出
人
馬
へ
は

渡
ら
ず

〃｜〃〃’〃 〃 〃 〃 〃

|配へ
,分の

割 割

割

割 割
一
備

考

掛 金浜｜見 袋 島 府 由

藤
枝

岡 江 蒲日 九 輿

宿
名

松 附 井 川 坂 谷 部 中 尻 津子 原比

元
賃
銭
の
配
分
一
割
増

部
宿
方
へ

〃 〃 〃 〃 〃〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃〃 〃 〃 〃〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

｜
靴
鋤
鴫
朏
舸
割
三
備
老
一

一
川
ｌ
ｌ
Ｔ
Ｉ

〃〃 〃 〃Ｉ〃 〃〃 〃 〃Ｉ〃 〃 〃 〃

九
六

霧－１－

一鍋緬燕繩元賃銭
１
１
１

｜蝿緬には足銭を

袋
井
へ
の
軽
尻
に
は

元
賃
銭
全
額
支
給

藤
枝
へ
の
軽
尻
・
人
足

に
は
元
賃
銭
全
額
支
給

睡
房
蛙

１
１
ｌ

尻
に
は
足
銭
を

今･Ｃ

吉
原

〃

〃

〃
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池｜岡

鯉

坂
下

亀
山
一
〃

１
１
１
１

関
一
〃

庄
野
一

〃

桑
名

罫（
ｊ、、、 鴫

石
薬
師
一

〃

赤 御

四
日
市
一
〃

藤 吉
白
須
賀

新
居東
海
道
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
に
つ
い
て
（
山
本
）

海
一
全
額
出
人
馬
へ

鮒 崎 川 油田 '坂 川田

部
宿
方
へ

壜r川
〃｜〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

五
割

五
割〃 〃 〃

･一

〃
’
〃

〃 〃〃 〃｜〃 〃

〃
一
〃

〃 〃 〃 〃

割

〃 〃 〃 〃 〃〃 〃 〃 〃〃 〃 〃 〃

割 割 割

人
足
に
は
元
賃
銭

全
額
支
給

人
足
に
は
元
賃
銭

全
額
支
給

ロ
０
Ｊ
〃
恂
旧
叩
ぞ
〃

差
一
画
『
（
）
漕
塁
罰

牧
方

伏｜大｜草 水石 士（
助
郷
）

（
助
郷
）

淀

見’津 津 部 山口

眉
一
席 全
額
出
人
馬
へ
一
五
割

〃 〃｜〃 〃 〃 〃 〃〃 〃

割
一
五
○
｛

吾１

店

￣Ｉ－ｌ

一
〃
｜

｜
〃
｜

｜
〃
’

一一割一（へ
〃
一

し
「
」
べ
』
エ
Ｈ

〃
一
〃

〃 〃 〃

二
割
一

全
額
出
人
馬
）
’

一
割
一

二
割
五
分

割
弱〃 〃

割 割 割九
七
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出
国
田
朴
聴
1
1
＋
ｉ
此

文
政
８
年
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
配
分
表
（
２
）

俣
百

智
銭
｜
書
I
増
銭
の
閏
｡
分
｜
配
分
合
言

目
頗
花

;
i
言
上

Ｐ
ロ

丑
原
→
箱
根
’
6
5
7
ヲ

Ｄ
Ｉ
｜
Ｌ
Ｌ

4
ｈ
Ｌ

倉
７
１
畏
Y
Ｅ
ｉ
４
６
１
鐸
i
硬
宿
４
６

５
８
４
７
５
T
ｌ
４
ｂ
ｂ

豆
銭
）
｜
(
6
6
0
）
｜
叫
O
）
|
魅

劃霧欝)|iii簿
ｊ
の
Ｐ
‐
Ｚ
ｐ
Ｏ
４

有
根
÷
小
田
原
’
（
繍
亭
'
（
淵
〕
｜
全
譲

lijX馬繍に亘讓11;騰静

｜
賃
銭
|
元
賃
銭
｜
元
賃
銭
の
配
分
｜
割
増
銭

割
増
銭
の
配
分

配
分
合
計
｜
備
考
’

小
田
原
→
箱
根

(
木
馬
)
(
短
銭
）

6
5
7
文

(
6
3
3
）

4
3
8

(
4
2
2
）

宿動助郷勤

宿
方
(
宝
永
度
よ
り
請
取
分
）

6
７

宿
方
（
小
口
銭
）
１
１35
6

出
人
馬
（
3
4
4
）

宿
方
（
小
口
銭
）
１
１

山
人
,
馬

4
2
7

(
4
1
1
）

2
1
9

(
2
1
1
）

小
田
原
÷
三
島

人
足
（
短
銭
）

6
8
4
文

(660）
4
5
6

(
必
o
）

宿勤助郷動

宿
方
(
宝
永
度
よ
り
請
取
分
）

1
0
7

(
1
0
3
）

宿
方
（
'
｣
､
口
銭
）
１
０

人
足
３
３
９(
3
2
7
）

宿
方
（
小
口
銭
）
１
０

人
足
４
４
６(430）

2
2
8

(220）

宿勤助郷動

箱
根
宿
４
６

宿
方
１
７
８

(
1
7
4
）

箱
根
宿
４
６

宿
方
１
３
４

(130）

人
足
４
４

箱
根
宿
４
６

宿
方
２
９
５

(287）

人
足
３
３
９

(
3
2
7
）

箱
根
宿
４
６

宿
方
１
４
４

（140）
人
足
４
９
０

（474）

箱
根
÷
小
田
原

木
馬
（
短
銭
）

5
2
0

(
5
0
0
）

全
額
出
人
馬
へ

2
5
8

(
2
5
0
）
宿
方
１
５
４

（
1
5
0
）

出
人
馬
※
1
0
4

（
1
0
0
）

宿
方
２
５
８

（250）

出
人
馬
５
２
０

（500）

※
割
増
５
割
の
内
、
２
割
（
1
0
4
)
文
は

出
人
馬
に
渡
す
ぺ
き
と
こ
ろ
、
当
宿

は
出
人
馬
の
雑
費
を
宿
方
が
賄
う
た

め
出
人
馬
に
は
渡
さ
な
い
。

助郷動

宿
方
１
７
３

（
1
6
9
）

出
人
馬
４
６

宿
方
１
８
４

（
1
8
0
）

出
人
馬
４
６
９

（
4
5
3
）
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島
田
宿
で
は
藤
枝
宿
へ
の
軽
尻
と
人
足
に
、
見
付
宿
で
は
袋
井
宿
へ
の
軽

尻
に
元
賃
銭
を
全
額
支
給
し
て
お
り
、
日
坂
宿
は
上
り
下
り
の
軽
尻
に
全
額

元
賃
銭
を
支
給
し
て
い
る
。
舞
坂
宿
で
は
浜
松
へ
の
人
足
に
、
吉
田
・
岡
崎

の
両
宿
は
上
り
下
り
の
人
足
だ
け
に
元
賃
銭
を
全
額
支
給
し
て
い
る
。

こ
の
場
合
木
馬
に
は
こ
の
特
典
が
な
く
、
足
銭
に
し
て
も
軽
尻
だ
け
に
与

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
木
馬
に
し
て
も
、
軽
尻
に
し
て
も
伝

東
海
道
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
に
つ
い
て
（
山
本
）

輔
埼
↓
而
戴

丹
調
（
爾
醗
）

箪
三
↓
、
笥

繍
罰

霜
対
↓
函
雪

欄
副

霜
戴
↓
卵
田

繭
罰
（
崗
醗
）

戦
二
一
．
↓
砿

岳
①
汁

（
Ｈ
②
⑭
）

ご
計

。
汁

》
⑨
。

９
Ｊ
画

桿
画
、

（
】
四
Ｈ
）

、
⑬

切
桿

副
計

医
ン
巨
細

劃
計

圧
ン
｜
鋼

副
計

匪
ン
調

①

Ｈ
■
①

（
■
】
⑰
） ②

、
つ

岳CＤ
馬
役
の
者
は
馬
と
馬
士
一
人
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
木
馬
・

軽
尻
を
仕
立
て
る
費
用
が
大
体
同
じ
程
度
で
あ
っ
た
た
め
、
特
に
軽
尻
が
援

助
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

元
賃
銭
か
ら
の
刎
銭
は
一
○
文
以
下
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
れ
も
木
馬
の
場

合
に
多
く
、
人
足
の
刎
銭
が
一
○
文
を
越
え
て
い
る
の
は
小
田
原
宿
だ
け
で

あ
る
。

九
九

画
『

の
凶

画
⑦ 申込

■

副
計

揖
画

調
國
華
秀

剣
毒
俳
筒
繁
除
②
①

圧
ン
壹
細

骨
②

副
計

匿
ン
壹
細

副
計

圧
ン
皀
細

劃
計

圧
ン
』
鋼

四
ｍｍ

画
］、

い
い、

司
計
望

圧
ン
調
得
留

（
旨
巴

副
計
：
鵠

医
ン
』
細※
田

副
計
隠

医
ン
一
細※
高

司
計
諾

琵
ン
一
細※
桿
已

（
①
『
）

※
副
計
時
・
椥
離
呂
汁
吋
掛
漆
Ｆ
升
諏

廊
醗
代
画
戴
丙
斗
が
。

※
副
計
汽
・
椥
鱗
尼
汁
蒔
掛
誌

※
副
計
片
ｃ
前
蕊
届
済
蒔
掛
詳

航
噂
馳
ヤ
コ
鼬

池
恥
亟
麺
餉
Ｊ
ｑ
酬
い
訓
吋
赤

】
ご
凶

Hosei University Repository



法
政
史
学
第
二
十
一
号
イ
ー
Ｌ
、
丁

一
小
田
原
宿
で
は
、
元
賃
銭
か
ら
小
口
銭
と
宝
永
度
か
ら
の
請
取
分
と
い
う

名
目
で
二
度
の
刎
銭
が
行
わ
れ
て
い
る
（
表
２
）
。
但
し
助
郷
か
ら
の
刎
銭

は
小
口
銭
の
み
で
、
宝
永
度
か
ら
の
刎
銭
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
小
田
原
宿

で
人
足
の
刎
銭
が
一
○
文
を
越
し
て
い
る
の
は
、
小
田
原
宿
か
ら
三
島
宿
へ

の
人
足
の
場
合
で
、
小
口
銭
が
一
○
文
、
宝
永
度
か
ら
の
請
取
分
が
一
○
七

文
合
計
一
一
七
文
に
も
及
ん
で
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
元
賃
銭
の
刎
銭
は
極
め
て
少
額
で
、
木
馬
と
軽
尻
が
同

額
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
元
賃
銭
に
比
例
し
て
刎
ね
ら
れ
、
宿
の

賄
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

割
増
銭
の
配
分
は
、
五
割
増
の
内
一
割
を
出
人
馬
に
支
給
す
る
宿
が
四
○

宿
、
二
割
を
支
給
し
て
い
る
宿
が
三
宿
、
二
割
五
分
を
支
給
し
て
い
る
の
が

大
津
一
宿
で
、
二
割
増
の
内
一
割
を
出
人
馬
に
支
給
し
て
い
る
宿
は
一
○
宿

で
あ
り
、
ま
っ
た
く
割
増
銭
を
支
給
し
て
い
な
い
宿
と
し
て
は
小
田
原
・
箱

根
の
二
宿
が
あ
る
。
一
方
二
割
の
割
増
銭
全
額
を
出
人
馬
に
支
給
し
て
い
る

の
は
伏
見
宿
一
宿
だ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
て
ふ
る
と
、
文
政
八
年
に
お
け
る
実
質
的
な
出
人
馬
に
対
す
る
割

増
は
一
割
増
の
宿
が
五
○
宿
、
二
割
増
の
宿
が
四
宿
、
二
割
五
分
増
の
宿
が

一
宿
と
な
り
、
一
割
増
の
宿
が
圧
倒
的
に
多
く
、
刎
銭
が
宿
の
運
営
を
助
成

す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
出
人
馬
に
対
し
て
の
割
増
は
ほ
と

ん
ど
増
加
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。

掛
川
宿
の
割
増
銭
の
配
分
は
割
増
銭
と
そ
の
配
分
の
性
格
を
よ
く
示
し
て

い
る
（
表
２
）
。

掛
川
宿
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
一
月
か
ら
一
○
年
間
は
二
割
増
、
文

政
四
年
（
一
八
二
一
）
か
ら
同
九
年
（
一
八
二
六
）
ま
で
は
一
一
一
割
増
で
、
四

一
○
○

年
か
ら
は
計
五
割
増
と
な
り
、
出
人
馬
に
は
一
割
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
五
割
増
の
内
の
一
割
で
は
な
く
、
最
初
の
二
割
増
の
内
の
一
割
で
あ

っ
て
、
文
政
四
年
か
ら
の
三
割
増
は
総
て
宿
助
成
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
割
増
銭
が
配
分
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
外
に
蒲
原
・
藤
枝
・
亀

山
ｐ
関
の
四
宿
が
あ
る
。
・

舞
坂
・
白
須
賀
・
二
川
ｐ
御
油
ｐ
赤
坂
・
藤
川
の
六
宿
で
は
、
割
増
銭
か

ら
の
刎
銭
が
二
度
行
わ
れ
て
い
る
。
舞
坂
宿
を
例
に
と
る
と
、

人馬賃銭五割増裁洲繩》》》洲》錘》繩怖齊碑騨季
浜
松
宿
江
道
法
弐
里
半
拾
町

一
本
馬
壱
疋

此
賃
銭
百
八
拾
六
文
五
割
増

内
四
拾
八
文
宿
方
江
請
取
侯
分

拾
弐
文
壱
割
宿
助
成
被
レ
下
侯
分

内
三
拾
六
文
澪
綱
鐸
鑛
綱
辮
鯛
罎
』
が
分

百
弐
拾
五
文
元
賃
銭

内
六
文
前
と
６
口
銭
と
唱
舗
取
来
候
分

拾
三
文

壱
割
勤
馬
江
被
針
候
分

〆
百
三
拾
弐
文
出
馬
江
相
渡
侯
分

舞
坂
宿
で
は
五
割
増
の
一
割
が
宿
助
成
に
刎
ね
ら
れ
、
三
割
は
馬
の
飼
料

代
金
と
宿
の
借
金
返
済
資
金
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
六
宿
に
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
割
増
銭
が
一
・
三
・
一
の
割
合
で
配
分
さ
れ
て
お
り
、
一
割
は
宿
助

成
に
三
割
は
馬
の
飼
料
代
、
人
足
役
へ
の
手
当
、
宿
借
金
の
返
済
資
金
（
赤

坂
宿
で
は
類
焼
の
節
の
拝
借
金
返
済
資
金
）
に
あ
て
ら
れ
、
比
較
的
そ
の
使
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途
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
、
残
り
の
一
割
が
出
人
馬
に
支
給
さ
れ
て
い
る
。

割
増
銭
を
出
人
馬
に
支
給
し
な
い
の
は
小
田
原
と
箱
根
の
二
宿
で
、
小
田

原
宿
は
元
賃
銭
か
ら
屯
刎
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
出
人
馬
に
渡
る
賃
銭
は
元

賃
銭
に
も
達
し
て
い
な
い
。
肋
郷
の
場
合
は
五
割
増
の
一
割
が
出
人
馬
に
支

給
さ
れ
て
い
る
の
で
、
か
ろ
う
じ
て
元
賃
銭
を
上
回
っ
て
い
る
（
表
２
）
。

箱
根
宿
は
人
足
の
継
立
は
免
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
小
田
原
の
人
足
は
三
島

（
蝿
）

ま
で
継
通
し
て
い
る
が
、
割
増
銭
の
一
部
は
箱
根
宿
に
渡
さ
れ
て
い
る
。

司
認
辨
鰯
’
八
里

一
人
足
壱
人
宿
勤

元
賃
銭
四
百
五
拾
六
文

五
割
増
弐
百
弐
拾
八
文

合
銭
六
百
八
拾
四
文

内’１鍬酬倣文
小
口
銭

宝
永
之
度
が
請
取
侯
分

〆
銭
弐
百
九
拾
五
文

宿
方
江
請
取
助
成
仕
侯

差
引銭
三
百
三
拾
九
文

宿
出
人
足
江
相
渡
申
候

五
割
増
二
二
八
文
の
内
二
割
四
六
文
は
、
江
川
太
郎
左
衛
門
の
役
所
へ
紬

東
海
道
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
に
つ
い
て
（
山
本
）

１
銭
四
拾
六
文

是
者
箱
根
宿
６
一
一
一
島
宿
迄
之
間
五
割
増
之
内
、
弐
割
箱
根
宿
江

相
渡
候
分
、
江
川
太
郎
左
衛
門
様
御
役
所
江
相
納
申
候

銭
百
『
七
拾
八
文
（
注
、
上
の
線
は
こ
こ
よ
り
か
け
る
べ
き
も
の
）

是
者
小
田
原
宿
が
三
嶋
宿
迄
之
間
五
割
増
之
内
、
箱
根
宿
江
相

渡
侯
銭
四
拾
六
文
引
落
し
、
樹
面
之
分
宿
助
成
仕
侯
、

入
さ
れ
、
箱
根
宿
へ
渡
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
二
割
は
い
ま
ま
で
の

意
味
す
る
二
割
で
は
な
く
、
二
二
八
文
の
一
○
分
の
二
で
あ
る
。
残
り
の
一

七
八
文
は
宿
助
成
に
刎
ね
ら
れ
て
い
る
。
助
郷
は
五
割
増
の
賃
銭
の
内
一
○

分
の
二
を
箱
根
宿
の
た
め
に
刎
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
五
割
増
の
一
割
は
出
人

馬
に
渡
さ
れ
て
い
る
。

箱
根
宿
は
五
割
増
の
内
三
割
は
刎
ね
ら
れ
て
、
残
り
二
割
は
次
の
よ
う
に

（
坐
）

な
っ
て
い
る
。

右
之
内
壱
割
者
当
日
勤
馬
江
可
二
相
渡
一
処
、
宿
馬
之
儀
外
稼
無
二
御
座
一
侯

間
、
宿
馬
持
立
難
一
一
相
成
一
侯
二
付
、
馬
代
金
井
飼
料
一
色
宿
方
ろ
相
渡
為
一
一

持
立
一
侯
間
ｙ
前
ぐ
ん
割
増
賃
銭
相
渡
不
レ
申
侯
、
箱
根
宿
之
儀
者
助
郷
無

一
一
御
座
一
候
二
付
、
三
嶋
宿
助
郷
馬
之
分
者
小
田
原
宿
江
継
通
申
候
得
共
、

山
坂
遠
継
之
儀
二
付
助
郷
村
み
時
ミ
相
頼
候
儀
御
座
侯
間
、
前
ぐ
ず
熟
談

之
上
相
渡
不
レ
申
侯
、

こ
れ
に
よ
る
と
五
割
増
の
一
割
を
出
人
馬
へ
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
馬
代
金
・
飼
料
代
等
を
宿
側
が
賄
っ
て
い
る
た
め
、
割
増
銭
は
出
人
馬

に
は
支
給
し
て
い
な
い
。
残
り
の
一
割
は
宿
方
で
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て

い
る
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
結
局
出
人
馬
に
支
給
さ
れ
る
の
は
元
賃

銭
だ
け
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
人
馬
賃
銭
の
配
分
を
分
類
し
て
承
る
と
ｐ
次
の
三
種
類
に

分
類
で
き
る
。

円人馬賃銭一航鮒鰔ⅡⅢＭ鵬
目人馬賃磯一脈鮒繩Ⅵ雌Ｍ鵬

－－

○
一
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のあれ

一通文ろて以㈲同
内銭り化うし、上は人

内是銭銭銭三で元かたの伏馬法
壱は三三千あへ年。がよｐ見賃政

割去百寶菫耆毫ぎつ宿に宿一一一~－，う、宿銭史
宿寛弐弐 学
益政拾拾六百拾八財人財宿割元
被十五五百五貢○政馬政だ増賃第
二一貫貫七拾八四の賃とけ銭銭

薑未弐弐拾九拾一中銭しで／、／、／十
一年百百弐貫五にでかて、宿出宿出宿一
侯‘六七文文お刎らの目方人方人方号
分辰文文け銭の刎は馬馬
、年 るＩま刎銭三

子迄 保ど銭六

人拾割弐其人弐人御人土のは宿

鬘髻塁蔦鱗鬘：臺潅屋
、

難譽灘簑篝會薑菫髻三侯勤勤銭占財で
割鬘辰分のめ政あ
零鐘分 内てにつ

訳いあたし一．
申割はたて
処之 次でら

一
○
二

当
宿
之
儀
往
還
助
成
薄
く
至
而
困
窮
之
宿
方
故
御
定
人
馬
曇
榔

侯
二
付
、
惣
百
姓
顛
難
仕
一
統
相
談
之
上
利
倍
御
貸
附
被
一
成
工
御

（
仕
力
）

「
利
金
頂
戴
仕
、
互
二
人
馬
相
続
基
二
付
度
、
御
支
配
御
代
官
大
貫
次

右
衛
門
様
え
奉
二
願
上
一
侯
得
共
、
御
坂
用
難
一
一
相
成
一
旨
御
利
害
被
一

仰
聞
一
侯
間
、
猶
又
相
談
之
上
右
御
年
限
之
上
金
高
相
調
侯
迄
、
宿

方
用
元
役
之
も
の
預
り
置
、
注
ぐ
人
馬
相
続
基
ひ
仕
度
存
罷
在
侯

人
馬
賃
銭
の
総
計
三
九
一
○
賞
八
五
文
か
ら
、
出
人
馬
へ
渡
る
元
賃
銭
と

弐
割
増
の
一
割
を
引
い
た
一
一
三
五
賃
二
○
六
文
が
刎
銭
で
宿
助
成
に
あ
て
ら

れ
る
わ
け
だ
が
、
保
士
谷
宿
は
困
窮
の
宿
方
な
の
で
利
倍
し
て
そ
の
利
金
を

宿
助
成
に
あ
て
た
き
旨
を
、
代
官
大
貫
次
右
衛
門
に
願
い
出
て
い
る
が
認
め

ら
れ
ず
、
二
割
増
の
満
了
す
る
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
ま
で
宿
方
用
元

の
者
が
こ
れ
を
預
り
、
将
来
こ
の
刎
銭
を
人
馬
相
続
の
基
に
し
た
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
刎
銭
は
文
化
元
年
の
総
収
入
か
ら
は
除
か
れ
て
い

る
。

（
妬
）

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
同
宿
の
「
宿
入
用
諸
払
仕
立
勘
定
帳
」
か
ら

人
馬
賃
銭
と
刎
銭
に
関
す
る
収
支
を
抜
粋
し
て
ふ
る
と
、

（
収
入
）

一
銭
三
千
八
賃
八
百
七
拾
文

人
馬
賃
銭
元
賃
銭
之
分

去
卯
年
壱
ヶ
年
分
上
り
高

銭
五
百
九
拾
九
賃
六
拾
六
文

人
馬
賃
銭
弐
割
増
之
分

去
卯
年
壱
ヶ
年
上
り
高

（
支
出
）
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銭
弐
千
弐
百
九
拾
六
賃
九
百
四
拾
文

人
馬
賃
銭
元
賃
銭
宿
人
馬
え
時
々
相
渡
候
分

銭
弐
百
弐
拾
五
貢
百
拾
文

同
断
二
割
増
之
内
壱
割
元
賃
銭
え
組
込
勤
人
馬
へ
相
渡
候
分

銭
七
百
拾
賞
九
百
三
拾
文

人
馬
賃
銭
元
賃
銭
助
郷
人
馬
え
時
々
相
渡
侯
分

銭
七
拾
弐
賃
九
百
五
拾
八
文

同
断
弐
割
増
之
内
壱
割
元
賃
銭
え
組
込
勤
人
馬
え
相
渡
候
分

元
賃
銭
も
割
増
銭
二
割
も
総
て
宿
の
収
入
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
出
人
馬

の
受
け
取
る
べ
き
賃
銭
は
宿
駅
収
入
か
ら
の
支
出
と
な
っ
て
お
り
、
宿
助
成

に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
は
銭
三
○
一
貫
九
九
八
文
（
約
四
三
両
、
但
一
両
に

付
七
貫
文
替
）
で
、
こ
れ
ま
で
の
刎
銭
の
利
息
四
八
両
三
分
永
九
○
文
を
加

え
る
と
約
九
一
両
三
分
永
九
○
文
に
な
り
、
他
の
収
入
と
比
し
て
多
額
で
は

な
い
が
、
こ
れ
は
保
士
谷
宿
の
割
増
が
一
一
割
で
刎
銭
が
一
割
で
あ
っ
た
か
ら

で
、
表
１
に
よ
っ
て
分
る
よ
う
に
、
文
政
八
年
の
東
海
道
に
お
い
て
は
、
五

割
増
の
四
割
が
刎
銭
と
し
て
宿
助
成
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
宿
が
四
○
宿
も
あ

り
、
刎
銭
に
よ
る
収
入
が
相
当
な
高
額
に
達
し
た
で
あ
ろ
う
。

三
島
宿
で
は
宝
永
三
年
（
一
七
○
六
）
の
宿
収
入
の
中
で
刎
銭
は
一
一
一
七
八

両
二
分
一
貫
五
文
で
、
こ
れ
は
総
収
入
二
○
一
両
二
分
の
約
三
割
四
分
に

（
灯
）

あ
た
り
、
宿
収
入
の
中
で
は
最
も
多
額
で
あ
る
。

（
蛆
）

天
保
一
二
年
（
一
八
一
四
）
守
口
宿
に
お
け
る
刎
銭
の
収
入
額
は
、
銀
八

七
七
匁
一
分
で
総
収
入
額
銀
八
賃
七
○
八
匁
六
分
一
厘
の
約
一
割
弱
を
占

め
、
宿
収
入
と
し
て
は
普
通
の
額
で
あ
る
が
、
当
宿
が
人
足
動
だ
け
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
他
宿
に
お
い
て
刎
銭
が
宿
財
政
の
中
で
占
め
る
割
合

東
海
道
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
に
つ
い
て
（
山
本
）

が
、
か
な
り
大
き
か
っ
た
こ
と
は
よ
り
一
層
明
ら
か
で
あ
る
。

四
、
ま
と
め

正
徳
以
降
人
馬
賃
銭
の
割
増
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
、
東
海
道
に
お
け
る
御

定
賃
銭
の
構
成
と
配
分
に
つ
い
て
述
べ
き
た
が
、
以
上
の
こ
と
を
こ
こ
で
簡

単
に
ま
と
め
て
承
る
。

御
定
賃
銭
は
正
徳
元
年
に
決
定
さ
れ
た
元
賃
銭
と
、
割
増
銭
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
、
足
銭
が
宿
側
か
ら
出
人
馬
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
割
増

銭
は
元
賃
銭
を
基
準
に
、
期
限
を
定
め
て
割
増
さ
れ
、
期
限
が
く
る
と
元
賃

銭
に
復
し
た
が
、
そ
の
期
間
は
次
第
に
短
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
割
増
期
間

中
に
割
増
を
し
て
、
割
増
率
を
引
上
げ
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。

人
馬
賃
銭
は
次
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。

『
元
賃
銭
は
全
額
出
人
馬
に
支
給
す
る
宿
が
多
く
、
宿
側
に
そ
の
一
部
を

刎
ね
ら
れ
て
も
金
額
は
低
く
、
刎
銭
は
宿
の
借
金
の
返
済
資
金
等
に
あ
て

ら
れ
て
い
る
。

「
割
増
銭
を
全
額
出
人
馬
へ
支
給
し
て
い
る
の
は
一
宿
だ
け
で
、
外
の
五

六
宿
は
割
増
銭
の
大
半
、
ま
た
た
は
全
部
を
宿
側
が
刎
ね
て
、
主
に
宿
財

政
に
あ
て
て
い
る
。

こ
う
し
て
ふ
る
と
、
人
馬
役
を
負
担
し
て
い
た
者
は
、
基
本
収
入
と
な
る

運
賃
の
割
増
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
無
賃
の
継
立
は
勿
論
、

御
定
賃
銭
に
よ
る
継
立
が
増
加
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
負
担
が
増
大
し
て
い
く
と

い
う
矛
盾
を
生
じ
、
近
世
宿
駅
制
度
の
問
題
の
一
端
が
こ
こ
に
内
在
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

宿
財
政
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
で
あ
ま
り
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か

一
○
三
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法
政
史
学
第
二
十
一
号

っ
た
が
、
次
の
機
会
に
発
表
し
た
い
。

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
御
助
言
、
御
指
導
を
賜
っ
た
児
玉
幸
多
先

生
に
深
く
謝
意
を
表
し
、
い
ろ
い
ろ
と
御
教
示
下
さ
っ
た
岩
生
成
一
先
生
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註

（
１
）
「
五
駅
便
覧
」
に
よ
る
と
代
官
支
配
、
預
所
の
宿
が
三
四
宿
、
城
下

町
・
私
領
に
あ
る
宿
が
一
九
宿
、
私
領
で
代
官
支
配
の
宿
が
四
宿
で

あ
る
。

（
２
）
児
玉
幸
多
「
近
世
宿
駅
制
度
の
研
究
」
二
四
一
’
二
四
一
一
一
頁
。

（
３
）
土
山
宿
か
ら
坂
の
下
宿
へ
の
元
賃
銭
は
天
明
三
年
に
決
め
ら
れ
て
い

る
。

（
４
）
森
杉
夫
「
近
世
宿
駅
助
成
の
一
仕
法
」
（
歴
史
研
究
二
）

（
５
）
「
五
街
道
取
締
書
物
類
寄
下
」
（
近
世
交
通
史
料
集
二
、
二
九
七

頁
。

（
６
）
「
日
本
財
政
経
済
史
料
」
巻
九
、
六
五
八
’
六
六
○
頁
。

（
７
）
「
三
島
市
誌
」
中
巻
、
二
八
七
頁
。

（
８
）
「
品
川
町
史
」
上
巻
、
七
四
○
’
七
四
一
頁
。

（
９
）
（
６
）
を
参
照
。

（
、
）
「
類
寄
」
の
弐
拾
五
之
帳
か
ら
弐
拾
七
之
帳
（
近
世
交
通
史
料
集

二
、
一
一
九
七
’
四
一
一
○
頁
）
に
は
東
海
道
の
人
馬
賃
銭
が
記
さ
れ
て

い
る
。

（
ｕ
）
「
類
寄
」
（
近
世
交
通
史
料
集
二
、
一
一
一
二
二
頁
）

（
辺
）
「
品
川
町
史
」
上
巻
、
七
四
○
・
七
四
一
頁
。

（
Ⅲ
）
森
杉
夫
「
御
定
賃
銭
の
割
増
計
算
に
つ
い
て
」
（
日
本
歴
史
二
四

一
○
四

号
）

（
ｕ
）
「
御
触
書
天
明
集
成
」
六
八
九
頁
。

（
巧
）
「
御
触
書
寛
保
集
成
」
六
五
四
頁
。

（
咽
）
「
品
川
町
史
」
上
巻
、
七
四
二
頁
。

（
Ⅳ
）
「
類
寄
」
（
近
世
交
通
史
料
集
二
、
三
四
一
一
一
頁
）

（
肥
）
同
右
三
五
二
頁
。

（
四
）
「
日
本
交
通
史
料
集
成
」
第
壱
聯
一
五
九
・
一
六
○
頁
。

（
別
）
「
御
触
書
寛
保
集
成
」
六
五
一
・
六
五
一
一
頁
。

（
Ⅲ
）
同
右
六
五
三
頁
。

（
胆
）
五
割
増
の
三
割
半
と
は
、
五
割
増
の
一
○
分
の
七
の
こ
と
で
、
二
割

増
の
一
割
と
い
え
ば
、
二
割
増
の
二
分
の
一
の
こ
と
で
あ
る
。

（
閉
）
「
三
島
市
誌
」
中
巻
、
二
一
一
一
五
頁
。

（
型
）
「
御
触
書
寛
保
集
成
」
六
五
三
頁
。

（
閉
）
「
大
日
本
帝
国
駅
逓
志
稿
考
証
」
二
三
四
頁
。

（
邪
）
逓
信
博
物
館
蔵
・

（
〃
）
「
類
寄
」
（
近
世
交
通
史
料
集
二
、
三
一
一
一
一
’
一
一
一
一
七
頁
）

（
肥
）
犬
山
敷
太
郎
「
近
世
交
通
経
済
史
論
」
一
二
頁
。

（
閉
）
「
日
本
財
政
経
済
史
料
」
巻
九
、
六
五
八
頁
。

（
釦
）
右
同
巻
一
一
、
一
五
九
・
一
六
○
頁
。

（
皿
）
「
委
細
書
付
録
」
（
逓
信
博
物
館
蔵
）
「
駅
逓
志
稿
考
証
」
三
○
三

・
三
○
四
頁
。

（
犯
）
（
鍋
）
「
人
馬
割
増
刎
銭
弐
割
通
之
内
指
出
金
勘
定
帳
」
（
静
岡
県

立
図
書
館
葵
文
庫
蔵
）

（
弘
）
「
日
本
財
政
経
済
史
料
」
巻
九
、
三
八
五
’
三
八
八
頁
。
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（
妬
）
「
近
世
交
通
経
済
史
論
」
一
二
頁
。

（
邪
）
「
近
世
宿
駅
助
成
の
一
仕
法
」
（
歴
史
研
究
二
）

（
師
）
「
日
本
財
政
経
済
史
料
」
巻
九
、
三
七
七
頁
、
「
駅
肝
録
」
（
日
本

交
通
史
料
集
成
第
弐
輯
、
二
九
四
頁
）

（
銘
）
「
類
寄
」
（
近
世
交
通
史
料
集
二
、
一
六
七
頁
）

（
釣
）
本
稿
の
「
三
、
文
政
八
年
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
の
配
分
」
を
参
照
。

（
鮒
）
（
虹
）
森
杉
夫
「
近
世
宿
駅
助
成
の
一
仕
法
」
（
歴
史
研
究
二
）

（
妃
）
「
類
寄
」
（
近
世
交
通
史
料
集
二
、
一
一
一
六
○
・
三
六
一
頁
）

（
蝿
）
右
同
三
一
四
ｍ
三
一
五
頁
。

（
“
）
右
同
三
一
八
頁
。

（
妬
）
「
保
士
谷
区
郷
士
史
」
上
巻
、
一
○
六
五
頁
。

（
鮒
）
右
同
一
○
六
九
’
一
○
七
○
頁
。

（
灯
）
「
三
島
市
誌
」
中
巻
、
一
一
一
一
一
四
’
二
一
一
一
六
頁
。

（
蛆
）
菊
田
太
郎
「
東
海
道
守
口
宿
・
守
口
駅
」
一
二
○
’
一
一
三
頁
。

東
海
道
に
お
け
る
人
馬
賃
銭
に
つ
い
て
（
山
本
）

一
○
五
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